
いる.骨性外耳道の原基も爬虫類における顎骨の一部

と相同である.今年度以降,同研究を継続するが,そ

こでは,発生一進化の過程を念頭において,狭鼻猿 ･ー

広鼻猿下目における,形態進化の過程を思い描くこと

が重要だと思われる.

11マカクザル下頭頂連合野 (7野)における多重感覚

入力統合の形態学的研究

中村浩幸 (岐阜大 ･院･医)

対応者 :三上孝允

ニホンザル3頭を用いた.ケタラ-ル(10115mgn(g,

筋注)で導入し,ペントバルビタール (20-30mgn(g)

で麻酔した.実験中,ペントバルビタール (5mgn(g,

静注)を随時追加して,必要な深さの麻酔を維持し,

頭7:fi柴連合野7a野にトレーサー (WGA･HRP,BDA,

ファーストブルー,ディアミディソイエロー)を微量

注入した.実験後 1週間抗生物質 (セフメタゾン,

20mgn(g/day)を投与した.生存期間の後,ペントバル

ビタール (50-80mgn(g,腹腔)にて深麻酔し,上行大

動脈経由で潅流固定した.固定後,脳を取り出し,501皿

の前琉断凍結連続切片を作製,組織反応を行った.

琉頂薬連合野7a野にトレーサーを注入すると,こ

れまでに報告があるV2野 ･V3野 ･V3A野 ･V4野 ･

MT野 ･MST野 ･FST野･LIP野 ･TFノTH野 ･23野で

細胞体と終末の標識を確認した.新たに,2次体性感覚

野 ･聴覚ベル ト皮質 ･TPO野･V4t野 ･TE野にも細胞

体と終末の標識を発見した.また,Vl野にも極少数の

終末の標識が認めた.これらの結果は,7a野が多種類

の感光情報を統合した情報を基に視覚入力を制御して

いることを示唆している.

12野生ニホンザル ･オスグループの安定性と 群れ-

の追随の季節性に関する研究

宇野壮春 (宮城のサル調査会)

対応者 :杉浦秀樹

金華山島では 2-10数頭のオスグループが頻繁に

観察される.これらの年間を通した観察で,メンバー

の安定性と群れ-の追随 ･非追随の季節性がどのよう

に関係しているか,主に身体的接触を伴う社会交渉(グ

ルーミング,オス同士のマウンティングなど)の頻度

から調査した.結果,非交尾期にはオスグループ内で

の身体的接触を伴う社会交渉が増加し,交尾期は激減

した.これと関連して,非交尾期にはオスグループは

群れとは独立に行動して,交尾期は群れに追随する傾

向にあった.そして非交尾期は交尾期に比べて,オス

グループはまとまって行動することが多かった.

このことはオスグループのメンバー同士が社会交

渉を通して親和的関係を保ち,個体間の結束を強め,

メンバーが安定するといえる.対して交尾期はメンバ

ー間での社会交渉よりも,性が先行した群れとの交渉

が主となるため,その結束が弱まりメンバーが不安定

になっていることが示唆される.

13反応コストが報酬価に及ぼす影響

柴崎全弘 (名古屋大･院 ･情報)

対応者 :正高信男

ある報酬を手に入れるのにかかる反応コストの差

は,得られた報酬の主観的価値に影響を及ぼすことが

知られている.ハ トを対象とした実験では,得るのに

多くの反応が要求された報酬を選好することが確認さ

れており,そのような現象が霊長類においても見られ

るかどうかを検討した.まずはヒトを対象に実験を行

なった.タッチパネルを使い,画面上に提示されるボ

タンを押す回数を変えることで反応コストを換作した.

ボタンを1回または20回押すと2つの無意味図形を提

示し,正解と決められた図形を選ぶと ｢正解｣の文字

がフィードバックされた.これを 1試行とし,正しい

図形を選択できるようになるまで訓練が続けられた.

その後,訓練に使用した無意味図形 (全 8種類)すべ

てを画面上に提示し,好きな順に選ばせた.

その結果,20回押した後に提示された図形よりも,

1回押した後に提示された図形を有意に選好したこと

が明らかとなった.これはハ トとは正反対の結果であ

った.図形を好きな順に選択する際に,.ボタンを押す

回数を意識したヒトはいなかったことが内省報告によ

り確認されたため,図形の選好の変化は無意識的な過

程で生じたと考えられる.また,ヒトでの実験と同じ

手続きでニホンザルを被験体として実験を行なうため

に,タッチパネル-の馴致訓練を行なった.̀

15心臓に分布する頚胸部自律神経系の比較解剖学的

解析

川島友和 (東京女子医科大 ･医･解剖)

対応者 :固松豊

これまで,マカクザル(川島ら2000,2001,2005),

ヒト(KawaShima,2005),シロテテナガザル (昨年度の

共同利用)を対象に,心臓に分布する頚胸部自律神経

系に関して解析を行ってきた.今年度は特にマカクの

形態を成果として公表した.最終的に原猿,新世界ザ

ル,旧世界ザル,類人猿,ヒトを対象として,ダイナ
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ミックな系統発生学的変化を探ることを目的としてい

る.

今回,ワオキツネザル1体2側,シャーマン1体2

側を用いて,荊性能な手術用突体顕微鏡下において

(olympusOME5000),同部位の詳細な肉眼解剖学的解

析を行った.そうして,その結果をわれわれのこれま

での結朱と比較検討を行った.

その結果-,ワオキツネザルの形憶は基本的にマカ

クザルの形憶とほとんど変化がないように思われたが,

今後例数を増やして詳細に検討する必要がある.一方

シャーマンの形態はシロテテナガザルの形態に類似し,

旧世界猿とヒトの中間的形態を有していた.したがっ

て大型類人猿の解析することによって,得られる進化

的形態変化が興味深いと思われる.

今後さらなる変化を探るために,例数を増やすと

共に,霊長類各種の形態を探っていく予定である.

KawashimaTetal(2005)Comparativeanatomicalstudyof

theautonomic cardiacnourvoussystem in macaque

monkeys.JMorpho1266(I):112-124.

16霊長類の網膜黄斑に特異 的に発現する遭伝子群の

同定

古川缶久,井上達 也 ((財)大阪バイオサイエ

ンス研究所)

対応者 :大石高生

網膜は光受容に必須の組織で,脊椎動物に高度に

保存されている.近年,網 膜の発生に関わる分子の研

究は飛躍的に進んできた.これらはマウスを中心とし

たものが大多数であり,種間の相違点をすべて説明で

きるものではない.ヒトを含めた霊長類の網膜は中心

部に黄斑という特徴的な構造をもつ.黄斑部では,梶

細胞の中でも錐体細胞が高密度に存在し,これにより

黄斑構造を持つ生物は良好な視力が得られる.実際,

近年日本を含む先進国で増加傾向にある加齢性黄斑変

性症などの黄斑疾患は,重篤な視力低下や失明の原因

となっている.これまで,黄斑発生の分子メカニズム

についての報告はほとんどみられない.最近アカゲザ

ルの遺伝子を網羅したマイクロアレイ用のジーンチッ

プが利用可能となった(Afrymetrix社).われわれは,井

斑発生に関わる迫伝子群の同定を目的として,周産期

のアカゲザルの網膜を井斑部と周辺部に分けて採取し,

それぞれの総 RNAについてマイクロアレイを用いて

迫伝子発現を比較した.これまでに2サンプルについ

てマイクロアレイによる解析を行った.2回の解析でと

もに共斑部において増加していた遺伝子について,実

際に網膜のどの細胞で発現しているかを確認するため

にinsimハイブリダイゼーションをおこなった.検体

として成体サルの凍結切片を用いた.現在のところ,

30迫伝子のうち9迫伝子については少なくとも黄斑部

の視細胞屑に高い発現を認めた.これらについては再

現性を確かめる必要があるが,検体の数に限りがある

ため,さらに検体が採取でき次茄解析していく予定で

ある.

17常緑樹林野に生息するニホンザル雌の析位による

採食樹利用パターンの追い

西川真理 (京都大･理 ･人類進化)

対応者 :杉浦秀樹

常緑樹林帯のニホンザルを対象に,雌の順位によ

る採食戦略の違いを調べた.調査は,2005年 8月から

2006年3月まで行った.調査対象群のE群は屋久島西

部域の常緑樹林帯に生息し,オトナメス7頭を含む28

頭で構成されている.オトナメスのうち,苅 ･中･低

順位のそれぞれの順位個体が含まれるように 5頭を調

査対象個体とし,終日個体追跡を行った.各採食樹で

の採食開始時刻,終了時刻,採食品日,そして伴食個

体数を記録した.調査期間中に税察された主要採食樹

では,全体として高順位個体では伴食個体数が多く,

低順位個体ではその数が少なくなる傾向が見られた.

ただし,樹冠体積が大きく,多数の個体を収容できる

アコウ･ハゼノキでは低順位でも伴食個体は多かった.

また,低順位個体では,採食の途中で市順位個体に採

食樹を横取りされるケースが見られた.これによって

低順位個体の樹木一本あたりの採食継続時問は高順位

個体よりも短かった.この影響によって,低順位個体

の 1日当たりの採食樹の本数は高順位個体のそれより

多くなっていると予測される.これに関しては,今後,

観察時間･日長時間などを考慮して詳しい分析を行う

予定である.

18盃長類の自発性瞬目に関する比較研究

田多英興(東北学院大･心理),

大森慈子(仁愛大 ･心理)

対応者 :友永雅己

最終的に71種についてビデオによる瞬目の解析が

完成した.その主要な結果は,瞬目率はヒトの半分か

ら1/3程度の低頻度であること,瞬目時間はヒトの約半

分の短時間であること,単独瞬目率も極めて低率であ

ること,などが特徴として浮かび上がった.さらに,

霊長類内での比較では,瞬目率と単独瞬目率とは概ね

系統差を反映する,しかし,瞬日時間にはあまり顕著
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